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公立大学法人 京都市立芸術大学（学長：鷲田清一）は、2016年 2月 20日（土）から 3月 21日（月・祝）まで、
京都市立芸術大学ギャラリー@KCUAにて、ベルギーとオランダを拠点に活躍する奥村雄樹の京都初個展を開催します。

　奥村はこれまで、「私」の不確定性や作者性をテーマとしながら、他者との協働や美術史への言及性が高いコンセプチュ
アルな作品を制作してきました。本展では、河原温との会遇に着想を得たサウンドインスタレーションの新作を発表し
ます。
　奥村はこれまでも河原温の仕事をめぐる作品を発表しており、本展出品作もその延長線上に捉えることができます。
本作は、河原温が「河名温」として登場する宮内勝典の小説「グリニッジの光りを離れて」を原作としており、60年代
後半の NYの空気感、河原の作品が内包する宇宙的な時間の拡がりや名前とアイデンティティをめぐる問題、奥村の自
伝的な要素等の重層的な題材が、作品に通底する精緻なコンセプトに支えられることにより、高い同時代性をもった表
現として成立しているものです。是非この機会にご高覧くださいますようお願いいたします。

「あ、きみの名前、正確な綴りをここに書いてくれないか」
河名温が、新聞広告の余白を指さした。働いたことのない細長い指だった。
「なんで？」
私はいつもの癖で、つい反射的に身がまえた。名前と聞くたびに不安になるのだった。
「こんなのも作ってるんだよ」
〈I MET〉という一冊しかない手作りの本だった。ファイルブックに、タイプ用紙がはさ
みこんであり、一ページが一日分で、そこに人の名前だけが記されていた。毎日、毎日
その日に出会った人の名前を記しておくのだという。（中略）偽名ではなく、本名を書
いた。ニューヨークで暮すようになってから、本名を書くのは初めてだった。宇宙空間
へ流すタイム・カプセルかなにかに自分の名前が記録されるような面映ゆい気分だった。
なにごとも起こらないこの無名の一日が、途方もない永遠の真っただ中に据えつけられ、
記録されているような気もした。

宮内勝典「グリニッジの光りを離れて」（河出書房新社、1980年）より
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《河原温の純粋意識 あるいは多世界（と）解釈》
2012  9人の同時通訳者によるパフォーマンス  東京国立近代美術館にて
撮影：中川周
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アーティストプロフィール  奥村雄樹

開催概要

展覧会名称：奥村雄樹 個展「な」
企画：京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA
主催：文化庁、京都市立芸術大学
協力：MISAKO & ROSEN
会場：京都市立芸術大学ギャラリー＠ KCUA
　　　（住所／京都市中京区押油小路町 238-1）
会期：2016年 2月 20日（土）- 3月 21日（月・祝）
11:00～ 19:00（最終入場 18:30まで）
月曜休館（但し 3/21（月・祝）は開館）
入場：無料 
お問合わせ：京都市立芸術大学ギャラリー＠ KCUA 
Tel： 075-253-1509　E-mail: gallery@kcua.ac.jp
公式サイト：http://gallery.kcua.ac.jp

本プレスリリースに掲載している画像はメディア掲載時にご利用いただけます。
ご希望の方は広報担当（西谷）までお問い合わせください。

プレス向け画像貸出について

2015年「ローマン・オンダックをはかる」MISAKO & ROSEN、東京（個展）、「Un-Scene III」ヴィールズ・
現代アートセンター、ブリュッセル（グループ展）、「Hisachika Takahashi Annotated by Yuki Okumura: 
Memory of Past and Future Memory」アネット・ゲリンクギャラリー、アムステルダム（2人展）、「奥村
雄樹 - モニカ・ストリッカー」ヤパニーシ ュ・カルトルインシテュット・ケルン、ケルン（2人展）「Shuzo 
Azuchi Gulliver & Yuki Okumura: Shi」Etablissement d’en face projects、ブリュッセル（2人展）、2013年「ア
ウト・オブ・ダウト 六本木クロッシング 2013」森美術館、東京（グループ展）、「反重力」豊田市美術館、
愛知（グループ展）、2012年「APMoA Project ARCH vol.4:奥村雄樹善兵衛の目玉（宇宙編）」愛知県美術館、
名古屋（個展）、「MOT アニュアル 2012: 風 が吹けば桶屋が儲かる」東京都現代美術館、東京（グループ展）
2010年「くうそうかいぼうがく（落語編）」MISAKO & ROSEN、東京（個展）、「14の夕べ」東京国立
近代美術館、東京（パフォーマンス・イベント）。　　http://www.yukiokumura.com/

奥村雄樹　　撮影：森本美絵

《河原温はまだ生きている：ポール・サイヤーへのインタビュー》
2015 HDビデオ 29分 18秒
courtesy the artist and Misako & Rosen, Tokyo

展覧会チラシ
デザイン：立花文穂

関連イベント 2｜第 12回アーカイブ研究会
「不完全なアーカイブは未来のプロジェクトを準備する」
講師：奥村雄樹
会場：京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA
日時：2 月 23 日（火）17:00～ 18:30
主催：京都市立芸術大学芸術資源研究センター
料金：無料
申し込み：不要

関連イベント 1｜オープニングレセプション
グイド・ヴァン・デル・ウェルヴェ「無為の境地」、 奥村雄樹個展「な」、
2展の合同オープニングレセプションを開催いたします。
作家が在廊しますので、是非ご参加ください。

会場：京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA
日時：2016年 2月 21日（日）　15:00 - 17:00


